
第２回地域社会学会賞 
地域社会学会賞選考委員会 

  

        地域社会学会賞選考委員会は 2008 年度学会賞等選考を次の通り決定した。 
    2009 年 5 月 9 日（土）の第 34 回学会大会総会にて受賞式が行われた。 

      2008 年度受賞の刊行物は以下のとおりである。 
    １）「学会賞」 

    （１）個人著書の部門は、 

西村雄郎 2008『大阪都市圏の拡大・再編と地域社会の変容』ハーベスト社  

    （２）共同研究の部門は、 

似田貝香門編 2008『『自立支援の実践知－阪神・淡路大震災と共同・市民社会』東信堂   

西山康雄／西山八重子 2008『イギリスのガバナンス型まちづくり 
社会的企業による都市再生』学芸出版社（会員代表者：西山八重子） 

    ２）「奨励賞」 

    （１）個人著書の部門は、 

該当無し 

    （２）共同研究の部門は、 

久保田滋／樋口直人／矢部拓也／高木竜輔編著 2008『再帰的近代の政治社会学 吉野川可動

堰問題と民主主義の実験』ミネルヴァ書房（会員代表者：矢部拓也、高木竜輔） 
    （３）論文の部門は、 

宮下聖史「平成の大合併」政策下における「自律」の論理と地域社会の再編 

－長野県喬木村を事例として（『地域社会学会年報』20 2008 年 5 月） 

 


